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EXPOSITION D ART 

rRANG^SS GOINTBMPORAIN au JAPON 



佛蘭西現代美術展覽會 







催主會協術美民國 

會覽展術美代現西蘭佛 



行發會協術美民國 




H ツチ •デルスーース氏が怫菌西現代の繪窬、彫刻、 T © 品を併せて我が國に將來すること玆に四 年、 本協 
會主催の下に怫蘭西現代美術展1:會を開く事も亦第三回となつた。 

今年の將來品 は殊に大規模で、繪窬七百點、彫刻六十點、エ藝品豐千點に及んでゐる。之れが今：部を會樓 
たる 日本 美術協會列品館に陳列す る 事は到底不可能である。ょつて本會は、其の中、繪窬の主要なる大部分 
と、彫刻の殆んど全部と、 H 藝品の一部とを以つて九月ニロから二十三日まで開催する事とした。勿論今年 
の將來品の重要なものは展觀せらる X のである。其の中には繪窬ではギユスターヴ❶モローやジャン•ポール • 
ロ ーランスやラフア H ル•コランや カロ リユス • テ.ユランやブグローやシヤブランやダーーアン•ブゥヴレーや 
ルノアールやラファエリやルフエーヴルなどの古典的のものから"現代のペナール、アマン • チヤン、コッテ 
アツ スラン、ルバスク、デス パー ーア、ラブラード、マンギャン、"口べール、オットマン、フランドラン、マ 
ルヴァル、ヴァン•ドンゲン、アーーコットなどのものがあり、彫刻ではミユゼ•ロダンの後庭から其儘もつて 
來た「歩む人」とブールデルの「骜をひくへラクレス JVJ ベルナールの浮彫「舞踊」の三大作の外、ダルーやバル 
トロメーやドガやブユガッティやポンポンやオルロフ夫人の作などがあり、過去三回の展覽會に比して優る 
とも.决して劣らない，充實した內容を持つてゐる。唯開催さるべくして延期された伊太利美術 M 覽會の爲め會 


期が僅々二十二日に過ぎないのは遺憾である。 

猶此のカタログには、今回の將來品全部を收めてあるから、前記の如く會場の都合で陳列されないもの i 
ある事は豫め御斷して置く。それらのものは、大阪に於いて、又は日佛藝術社に於いて、其他適宜の塲所で 
展觀される機會がある^思ふ。 

終に此のカタログに收めた M 色版及び網目版の大多數は巴里の製版に係り、肅題の翻譯及び小傳の執筆に 
は荒城季夫氏を煩した、玆に記して同氏の勞を謝して骰く。 

大正十四年八月 

國民.美術協會展 m 會委員 
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人るみ夢 
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男るて持な琴風 
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民市のーレカ 




〆 ダ 


人む步 




T レ—ヴル 

ーヴ H 一ースの運河 

アマン®ジヤ A 

一一若き女 パステダ 

三座せる女 

四若き女の顔 パステ火 

五裸 女 
六裸 女 

アントラル 

七サン•ミシェル橋 

アツスラン 


ル母 性 

ベ — _IH — ル 

九ヨット 

バリユ 

一〇小 川 
i 1古き水車 

一ニエペルノンの春 
一三グレーズの岸邊 
一四クリッソンの廢墟 
一五殘 0 
一六花唉く河邊 





一七熟せる麥 
一八河 
一九林 

バロー0ルヴ □1 

二〇海 景 

ベルジェし 

ニー魔の都 

ベルテ〇ン 

ニニ落 日 
二三秋 

二四篩ふ女 
二五收 獲 其一 
二六收 穫 其二 
二七落 日 
二八嵐の日 
二九冼灌婦 


三0オアーズ河岸 
三 V 嵐の fl : 

べナール 

三ニレ ダ 
三三習 作 
三四習 作 

ビ m ット 

三五風 景 

ブル—ムフィ I ルド 

三六 巴 里の審判 

ボック 

三七聖 堂 1 

三八コンコルド廣塲 

三 九 橋 水彩 
四〇聖 堂 水彩 
四ーシャラントン 素描 
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ボアり— 

四二女と子供 

ブウシ H 

四三魔が沼のほとり 

ブウヴロ丨 

四四浴 後 
四五裸 女 — 
四六裸 女 素描 

ブ〇丨 

四七鏡 影 
ブリカール 

四八露臺の少女 
四九夢みる女 
五〇人形を持てる少女 
五一赤き衣の女 


五二女と猫 
五三化粧する女 
五四庭に眠る子供 
五五セイヌの岸 
五六少女とを もちや 
五七編物をする女 
五八チユリツ7° 

五九まどろむ女. 

六〇花と扇 
六.一曇り日のセイヌ河 
六二手 紙 
六三薔 薇 

六四サン •ピエールのセイ 

六五小兒と花.來 
六六敎曾堂のある風景 
六七河 


河 




4 


六八 風 景 

六九 白衣の女 

七〇 白き長椅子の女 

七一 立てる女 素描 

七二 橫はれる女 素描 

七三 裸 體 

七四 まどろむ少女 

ヵィユボット 

七五雪 景 

ル*ヵミュ 

七六 果樹® 

力□リユス•デュラン 

七七 マドレィヌの胸像 

七八 女 

七九 裸 女 
Ac 立てる若き女 


八一 風景を配せる浴女 

八ニ ルーベンス © 摸寫 

シャバ 

八三 浴 女 

シヤリ H 

八四 犬と少女 

八五 黑き敷物と女 

八六 小兒の像 

八七 紅の家具ある室 

八八 女と子供 

八九 雪の道 

シヤマィヤ—ル 

九〇樹 木 

シヤプラン 

九一 愛の使 
九二 こ女と愛の使 


其 
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九 三 乙女と 愛の使 其二 
九四牧 种其一 

九五 牧 紳其二 
•ンヤツべ—ル 

九六 風 景 其一 

九七 風 景 其二 
九.八 風 景 其三 
九九 風 景 其 四 
一〇〇風 景 其五 
一〇一風 景其六 
一〇二風 景其七 
:一 〇三風 景其八 

シヤ！ ル マ— ニユ 

一 〇四納 屋 
一〇五ノ H ミー 
一〇六 玩 具 


一〇七松 樹 

シャル □1 

一〇八村の入口 
一〇九風 景其一 
二〇風 景其二 

シヤントルィユ 

一一一林に近き沼 

シブラ 

一ーニ雪 景 

一一三若き女 習作 
二四海邊の女 習作 
二五コラン孃の肯像 

一一六若き男の宵像 
一一七父の宵像 
一一八唄ひ女の宵像 
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1 I 九 
一二〇 
ニニ 
一ニニ 
I 二三 

一二四 

一二五 

一二六 

n — マン 

三七 

コッテ 

ーニ八 
一二九 

一三〇 

クゥ〇丨 

一三一 


宵 像 
胸 像 習作 
座せる若き女 
若き娘の顔 

ダフーース 其一 
ダフーース 其一一 
ダフーースとクロ H 
裸 體 習作 

ヴィナスへの捧物 

海 景 

公園の女 

禮拜に集るブルトン ヌ 
羊 


ク I ルトア 

M ニニ立 琴 

ク□ツス 

一三三裸 體 

ダントン 

一三四 ロアール河 
一三五ヴィエンヌ河岸 
ニニ六夏の ロア ー ル 川 
一三七サン•ゼルマンのヴィエンヌ川 
ニニ八 ロア-ル 河岸 
一三九ブリアールの堀割 
ダニアン•ブ I ヴレエ 

一四〇或る夫人の宵像 


ビ IT 

一四一 

ド—シ M 


水 




一四二古き家 
一四三粉掻塲 

ド®マタン 

一四四裁判所 
一四五柵 

ドガ 

一四六踊 子 パステ少 
一四七安樂椅子に横はる女同 
一四八化粧する女 素描 
一四九宵 像 

ド〇ネエ 

一五〇海 

K-1 

一五一 H ミール • ヘルナールの肯像棄砘 

ドラン 

一五二靜 物 


デルべツク 

一五三共和祭 

一五四 n ムポジション 

一五五裸 女 

デシヤ A 

一五ーハ紅の襟卷をする女 
一五七鹿と風景 

ドヴ TA べ| 

一五八賭馎者の生活 

チジレ M 

一五九獵の女 

ディ 7 I ル 

一六〇花 其一 
ニハー花 其二 

ディアズ 

一六ニエスキース 
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デュフレノア 

一六三ドリァの宮殿 

デュプラ 

一六四ノートルダム 

デュ。フレ 

一六五風 景 

デユレン又 

一六六少 年 

十八世紀のぁる霱派 

一六七學 園 

十九世紀のぁる書派 

一六八女と愛の使 

和蘭書派 

一六九馬 

十六世紀のヴ xil シアン書派 

一七 〇 墼 母と幼兒 


エデルマン 

一七一カルタの仲間 水彩 
一七二車中所見 
一七 H 朝 

i 七四カフ h の仲間 
一七五カフ H にて 水彩 
一七六カフ H の女 水彩 
I 七七百日草 
一七八金蓮花 
一七九花賣り H クチン 
一八〇座せる禪女 同 
一八一化 粧 同 
一八ニカフ H の三重奏同 
一八 N 1椅子にょ$て 同 
一八 1 ZPE つく女 同 
H ベ—ル 


グ 
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一八五若き 伊太利女 

アンジ3ラ 

一八六書を讀む女 
一八七裸 女 
デス。< ニヤ 

一八八ナントの廣瘍 
一八九少 女 
I 九〇花 
一九一書を讀む女 
一九二小兒の像 

一九三靜 物 
一九四室 內 
一九五花 束 
一九六食琪の子供 
一九七橫 はれる 女 
一九八ァネモネ 


一九火母と子 
二〇〇乳母車の幼兒 
二〇一母と子 
二〇二風 景 
二〇三母と子 
二〇四食卓の子供 
二〇五裸體習作 
二〇六同 
二〇七同 
二〇八子供の顔 
フエ—ヴル 

二〇九病後の女 
フアンタン®ラツ—ル 
ニー〇風景と人 
ニーー樹下浴女 
フェィ7 A ® ペラン 


同同 1 『 司 同 同 「司 同 g 
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ニーニ裸 體 

フランドラン 

二一三猫と花 
二一四赤葡萄の木 

二一五ェッフェル塔 
二一六夏景色 
二一七室をのぞく少女 
M 1八寓意人物 
二一九グルノーブル風景 
ニニ〇ブロヴァンス風景 
ニニー靜 物 

ニニニべ コーーャ 

一ーニ三市の日 
二.二四赤き石竹 

70— ルダヴィツド 

ニニ五子 供其一 


パステル 


ニニ六同 其二 
ニニ七少 女 

藤田嗣治 

ニニ八座れる裸女 
ニニ九まどろむ女 
二三〇橫はれる裸女 

フウル UM 

二三一古代舞踊 

フリ M ス 

二三二大 樹 
二三三月 光 
二三四秋の風景 

7 D マンタン 

二三五アラビヤ人習作 
ガボリオ 

二三六桃の實 


同同 
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二三七海邊の女 

ゴオギヤン 

二三八タヒチ 

二三九風 景 
二四〇浴 後 素描 
二四一小 娘 同 
I 一四二男と女 同 

二四三ペン書 
二四四アダムとイヴ木彫 
I 一四五草乾す女 

ギヤヴアルーー 

二四六役 者 

ジ H ルボ— 

二四七サナリー風景其一 
二四八同 其一一 


二四九サン•ジャン•ド•リユツ風景 
二五〇マルセィユの港 

ジ X ルヴエツ>7ス 

二五ーバツヵントと戯る X 半獸郝 

ジムミー 

二五一 一 浴 女 
二五三まどろ t ; 女 

ジり -D 

二五四敎曾堂 
二五五裸體習作 

グレーズ 

二五六三人裸婦 

ゴボ 

二五七洛 女 
二五八馬 

二五九アルジャントの市塲 水彩 
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同 


同 


二六〇了ンジ r | ゥの宿屋 
二六一風 景 
二六二岩 

ゴスラン 

二六三河に近き會堂 

グラスミツク 

二六四室內の女 
二六五樹下浴女 

二六六ム I ラン•ド•ラ•ギヤレット 
二六七浴衣の女 
二六八アトリエの一隅 
二六九座れる女 

二七〇船上裸婦 
二七一縫物する女 
二七二書を讀む女 
二七三市塲の歸り 


二七四 

二七五 

二七六 

ゲラン 

二七七 

二七八 

二七九 

•キユィ 

二八〇 

アニ n ツト 

二八一 

二八二 

二八三 

二八四 

二八五 

二八六 


アトリエにて 

茶碗とオレンヂ 

モンマルトルにて 
パイブを持てる女 


女 

顔 

聖母と幼兒 

少年と少女 
道 其一 
絨氈の下繪 
道 i 

コリウールに.て 

風 
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二八七歸 帆 
二八八春の H ダム 
二八九風景と人物 
二九〇ブルターニユの岩 
二九一子 供 
二九二笛吹く人 
二九三鐘 

二九四氷、 U り 其一 

二九五コリゥールにて 其！ 
二九六コリゥールにて 其二 

二九七春 
二九八 H ダム風貧 

二九九書 家 
三〇〇 H ダムにて 
三〇一遊べる子等 
三 a 二氷、 u り 其二 


三〇三道 i 
三〇四ヴオレンダムの氷、£:り 

アルビニー 

三〇五風 景 

ィルシュ 

三〇六裸 婦 

ィス 

三〇七河 

才—デ 

三〇八 ノートルダム 

ュ—べ丨ル •□ ベ—ル 

三〇九公園にて 

ジヤン VI 

三一〇驟雨の前 

ジャニォ ー 

V 三一一夕の巴 E 
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m ンキンド 

三一二海 景 
ジユルデン 

三一三海 邊 
三一四紅の空 
三一五農 家 
三一六赤 子 
三一七安樂椅子 
三一八浴 女 
三一九花咲く木々 
三二〇庭 にて 

三二一和蘭風景 
三ニニアトリ K 
三二三庭 

クナウス 

三二四チュイルリーのそ^ろあるき 


n 〇シヤンスキー 

三二五羊 群 其一 
三二六同 其一一 
三二七同 其三 
三一一八同 其四 
三二九同 其五 
クリスチヤン 

三三〇カフ H の女 其 一 
三三一同 其二 
三三二同 其三 
ラブラード 

三三三舟 
三三四小供と花 
三三五露 臺 
三三六 ノートルダムの怪獸 
三三七チュィルリー公 S 1 
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三三八モデルの姿勢 

アルべ—ル* □ I ランス 

三三九イ ヴ 

ジヤン*ポ—ル a 口 —ランス 

三四〇大 樹 

三四ーコルべ丨ル禮.讚 H スキ-ス 

三四二死 

三四三墳墓のフイリソブニ世 
三四四スペイン風景 
三四五ノルマン人の顔 
三四六敎曾堂の柱 
三四七裸體 習作 素描 
三四八村の橋 

三四九フ131レンスの貴族 

三五〇赤き石竹 
三五一壁窬下繪 其一 


三五二壁書下繪 其二 
三五三基督と寺を寶る者 
三五四 コルべールの 下 E 1 
三五五塱書の下圖 
三五六黑奴習作 
セバスチヤン❶〇—ラン 

三五七ラファエル•コランの庭 

ルバスク 

三五八ハンモックの女 
三五九池畔の子供 
三六〇浴 み 
三六一浴 女 

ルブ—ル 

三六二みづ為 
三六三風 景水彩 

ルフエ—ブル 
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三 六 四 傷める 愛 
三六五浴 女 
三六六孤 獨 
三六七裸 女 

ルグラン 

三六八茶碗を持てる童 
三六九花 
三七〇笑へる女 
三七一女友達 
三七ニ ブロンドの 女 
三七三化粧する三人の踊子 
三 七四 樂屋口 
三七五裸 婦 
三七六化粧室 
三七七美しき夕.暮 
ル® メイュール 


三七八船 
三七九風 景 

レビン又 

三八〇巴里の荷揚塲 

ル〇—ル 

三八一裸 女 

ル09 

三八二東洋風の女 

□ I h 

三八三四部合奏 

□ ビスギツシユ 

三八四菊 花 

リユ—ス 

三八五冬の景 
三八六 クヮルチ K 1•ド•ラルマ 
三八七 M 


其其 
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ルィギーー— 

三八八風 景 

リユ—ルカサ 

三八九靜 物 

マ X . リー又 

三九〇船 

マィヨール 

三九一肯 像 

マネ| 

三九二扇 

三九三•女の顔 H スキ丨ス 

マンギャン 

三九四港 
三九五風 景 
三九六肯 像 
三九七靜 物 ド，. 


三九八裸 婦其一 
三九九窓際の果物 
四〇〇支那の箱 
四〇一裸 婦其一一 
四〇二花 
四〇三窓 
四〇四水 浴 
四〇五小 舟 
四〇六樹 木 
四〇七樹下人物 
四〇八露 臺 
四〇九赤き衣 
四一〇大 樹 
四一一橫はれる女 
四三裸 婦其三 
四一三綠色の衣 
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四一四座せる裸婦 
四一五室 內 
四一六花と果實 
四一七花と鉢 

マルシヤン 

四一八靜 物 

マ □ |一 H 

四一九夜の河 

マルケ丨 

四二〇風 景 

マルタン。 7 H リエール 

四一二朝の村 
四ニニ花 
四二三花 臺 

マルチネ 

四二四花 


マルヴァル夫人 

四二五浴 女 
四二六靑きコルセット 
四二七ァネモネ 
四二八花 
四二九おしやべり 
四三〇浮氣者 
四三一風 景 
四三二夏 
マクサンス 

四三三祈 P 
四三四人 物裝 飾宙 
メルシー 

四三五裸 女 

メルソン 

四三六裸體習作 其一 
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四三七同 其二 
四三八こども 

メトラ ンヴ 

四三九農 婦 

メツツアンジ X - 

四四〇風 景 

モ〇丨 

四四ーオルフ H の首を持てるトラスの娘 
四四ニクレオパトラ 
四四三聖セバスチャン 
四四四ャコブと天使 木版 

ミレ丨 

四四五牛 

四四六乳酪を造る女 
四四七落穗拾ひ 
四四八鋤く者 


四四九羊飼ひ 
四五0桶をあける女 
四五一座れる羊飼ひ 
四五二憇へる編手 
四五三肯 像 
四五四戸口の母と子 
四五五桶をあける女 
四五六野良への出立 
四五七 M へる收穫夫 
四五八牧羊婦 


£□ 


四五九シャンゼリゼエ通$ 

四六〇ルーヴル荷揚瘍 
四六ーラ•マドレィヌ 
四六ニリユ•ド•ラ•ぺエ 
四六三シャトレ H のセィヌ河 
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四六四聖オゥギユスタン寺院 
四六五サンマルタン門 
四六六マドレイヌ街 
四六七セイヌ河 
四六八パンテオン 
四六九オペラの廣塲 

ミタ 

四七〇村 

モデイリアーー 

四七一「赤 豆」 

モンチセリ— 

四七二秋のそ r ろあるき 

オットマン 

四七三靜 物 
四七四帽子屋にて 
© 七五眠れる女 


四七六祭 り 
四七七橫はれる女 

オルティズ 

四七八靜 物 其一 
四七九同 其一一 
四八〇林檎を持てる女 
四八一綠の壺の花 
四八二鉢の花 
バィユ 

四八三風 景其一 
四八四岩 

四八五風 景 其一一. 
四八六同 其三 
四八七同 其四 
四八八同 其五 

バヴィ I ル 
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四八九ジロンドの荷揚塲 


ビエ 

四九〇洗灌婦 

プチジヤン 

四九ー ラ•ロシェル 

ビガビヤ 

四九ニモレー風景 其一 
四九三洪 水 
四九四モレー風景 其二 
四九五コムポジション其一木版 

四九六同 其一一同 
四九七同 其.一一同 

四九八同 其四同 
四九九西班牙の女 水彩 

。匕才！ 

五〇〇風 景 


ビサ □ 

五〇一種蒔き 

五0二草乾す女 

五〇三老ひたる農夫 

五〇四籠を持てる女 

五〇五風 景 

五〇六宿無者 

五〇七ブルターーーユの市塲グ 37 タシ 

ブレヴオ ®. ゥアレリ 

五〇八羊 群 
五〇九冬の太陽 

ビユヴィス®ド〇シヤヴアン又 

五一〇ヱッチング 
五一•一男の裸體 素描 

ラフ TX リ丨 

五ーニサンド u 1風景 
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五一三大通り 

ラヴノ丨 

五一四タ ベ 
五一五雪の道 
五一六林の道 
五一七林の中 
五一八牛 
五一九沼と牛 
五二〇曳船の道 
ルドン 

五一一ーサビーヌの誘拐 

五ニニ神話の馬 

五二三勇士^花 
五二四蘆花を持てる女 
五二五地獄のオルフ H 
ル又フエ—ル 


五二六セーヴルの舟つき塲 
五二七 ノートルダム 
五二八セーヴルのセィヌ川 
五二九ェッフェル塔 

ルノア丨ル 

五三〇若き娘 

五三一立てる浴女 素描 

レオ ボルド0 口べ— ル 

五三二牛と M ふ男 

テオフィル•□ベ*—ル 

五三三池畔の浴女 

五三四浴 後 其一 
五三五泉と女 
五三六橫はれる女 
五三七浴 女 其二 
五三八脫衣の娘 
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五三九ヵヴァレールの入江 
五四〇モールの農家 
五 I 1 L 一 首飾り5:持てる女 
五四二花と果實 
五四三田園情趣 其一 
五四四ヵヴァレールの家 
五四五田園情趣 其二 
五四六田園情趣 其三 
五四七風 景 

五四八つれづれ パステ火 

五四九女友達 同 
五五〇背向の浴女 

五五一背向の裸女 
五五二水のほとり 
五五三讀 書 
五五四背向の人物 


五五五赤きボンネット 
五五六座れる人物 
五五七談 笑 
五五八•憇 ひ 
五五九座れる女 
五六〇果 實 
五六一赤きボンネットの娘 
五六二二人の女友達 
五六三扇を持てる浴女 
五六四扇を持てる娘 
五六五物思ひ 
五六六まどろむ女 

五六七浴 み 
五六八ス.ザンヌと为人達 
五六九モールにて 
五七〇松 樹 
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五七一大 樹 
五七ニモールの家 
五七三風 景 
五七四ミヂィ風景 
五七五大 松 
五七六風 景 
五七七家 
五七八浴 女 
五七九樹 下 
五八〇夏 

五八一生の歡喜 パステ氷 

五八二風 景 

五八三浴 女 
五八 ILt サナ？ t . 丨風景 
五八五バンドール 
五八六休 憩 


五八七マドレイヌ 

五八八カヴァレール風景 其一 


五八九同 其二 
五九〇同 其三 
五九一同 其四 
五九二同 其五 


五九三座れる浴女 

五九四撗はれる裸婦 

ロダン 

五九五座れる女 
五九六立てる採女 
五九七カンボヂヤの踊子 習伶 
五九八女の習作 
五九九裸 女 其一 

六〇〇同 其二 
六〇一同 其三 
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六〇二同 其四 
六〇三同 其五 

□ K. 

六〇四公園に て 水彩 
六〇五旅藝人の車 
六〇六冬の野 
六〇七大 樹 
六〇八キユー公園の池 

□—ル 

六〇九遊べる童と風景 

ルツセル 

六一〇風 景 其ー パステダ 
一六一 同 其二 同 
六一二 同 其三 同 

リツセルべルク 


六一三噴泉盤 
六一四裸 女 習作苎 
六一五同 同 其一一 
サヴリユー 

六一六雪 景 
六一七風 景 
六一八橫はれる裸婦 
六一九座れる裸婦 
六二〇果 實 
六二一風 景 水彩 
セ ム 

六ニニ踊 子 

セリユシエ丨 

六二三半身像 習作 

ル®シダネ I ル 

六二四夏の朝の港 
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シニ3丨レ 

六二五小 舟 

シモン 

六二六女の胸像 

シスレ— 

六二七風 景 
六二八同 
六二九望 樓 
六三〇巴里の荷揚塲 

夕又ウ 

六三一戶口の女 

卜 I a I 

六三二白 鳥 木 K 
六三三かもめ 同 

卜べ—ン 

六三四アネモネ 


六三五赤大根 
六三六グリャ 
六三七黃色の紐ある盃 

□ 1トレ^ク 

六三八夢みる人 

トルィユべール 

六三九風 景其一 
六四〇同 其二 
六四二同 其三 

プラィ Me ムウテ H 

六四二室 內 
六四三縫物する女 

ヴア〇ツトン 

六四四樹 下 
六四五樅 

ヴアン❷ドンゲ> 
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六四六陽 光 
六四七花 

六四八街 路 ' 
六四九犬^女 
六五〇東洋への初旅 
六五ーマントの女 
六五二そ^ろあるき 

ヴ H — ベル 

六五三政 論 

ヴィニ m ン 

六五四人 物 
六五五人 物 

ヴアンソン•シユレ M 

六五六菊 花 
六五七石 竹 


ヴオ〇ン 

六五八牝 鷄 

ジェム 

六五九ヴ K 一ースの莊 1 S 1 

ザンヴ 

六六〇雪 其一 
六六一同 其二 

作者不詳 

六六二風 最 




バフィ HI 

一 銀 瓶 

バルト〇メ丨 

二 嘆く女 大理石 

三 浴 女 ブロンズ 

四 若き娘 同 

ベルナール 

五 ダンス 石資 

六 パツカント 同 

七 愛 大理石 

ブールデル 

八 ヘラクレス ブロンズ 
九アナトール•フランス It 像 同 


10 戰へるアポロン 同 
一ー サツフオー 同 

ブユガツティ 

一ニニ頭の豹 ァ！一 

一三ペリカン鳥 同 
一四牝豹 同 
一五ジヤガー 同 
一六麒麟 同 
一七^鳥 同 
ダルウ 

一八徒 涉 r 
一九縫物する女 同 
二〇牧神の像 同 


ズ 


ズ 





ニー石を投ずる半人半馬 ブロンズ 
ニニ寒むがり者 同 

ド ガ 

二三トルソー プ n V ス 

デューラ—の摸寫 

二四ィ ヴ 同 

フィス•マツ V 才 

二五ィンキ壺 同 

ガルガ〇丨 

二六佐藤氏の肯像 鉛 
二七犬 同 
二八眠れる女 ブロンズ 

ギノ丨 

二九鏡に向へる女 向 

91 マドヴィック 

一 三〇.物 語 同 


三 一®性 ブロンズ 

三二踊 子 同 
三三散 步 同 
三四手 紙 同 
三五小兒の顔 同 
三六兎 同 
三七浴 後 同 

バプ DC マネス' 

三八風琴を持てる男 ブロンズ 
三九裸體 同 
四〇ギターを奏でる男 同 

ミケラン： NHO 摸寫 

四一顔 同 

才々卜—フル 

四二め ざめ 大§ 



so 


オルロフ 

四三吾息子 石 
四四座せる女 K H ンズ 
四五ギターを持てる女 同 
四六立てる女 同 
四七風琴を持てる男 セメント 
四八肯 像 词 
オテロ 

L ^ 九小さき顏 テヲコクタ 


ポンポン 

五〇小さき孔雀 

ロダン 

五ーカレーの市民 大理石 
五二波 同 
五三バルザックの顔 プ a ンズ 


五四バルザックの N 像 同 
五五バルザックの顔 粘土 
五六カレーの市民 同 
五七歩む人 5 
五八青銅時代 同 


五九ボードレールの顔 同 


ズ 






作 



小 


傳 


セリ—又。アマン ジ ヤン 

!八六〇年生。チュィルリーのサロン創設者に t て其副會長たり。灰色を基調とせる甘美の裝飾的書風 
を 有す。其名 K に我邦に も知らる。 其の作リュ クサ ンブール美術館、アールデ コラチ ー フ のミュ ー ゼ等 
に在り。 

モ—リス®アツスラン 

一八八二年オルレアン生。サロン、ドートンヌ會 M。 油書水書を共に能くし、人物、風景何れも優秀な 
る作品多し。現代中堅作家なり。. 

アルべ—ル•ベナ—ル 

一八四九年巴里に生る。書風は最も典雅にして、'傳統を直んじ、裝飾的なり。現代老大家として盛名あ 
り。目下巴里美術學校長にして、チ.ュィルリーのサロン創設者た9。其作はリュクサンブール、プチパ 
レ H、 ローマ、フロレンス等の書堂にあり。 

ザビエ—*ブリカ—ル 

アルチスト•フランセ H のサロンに於て受賞、一九二一年にはエンネル賞を受く。穩健着實なる作風は一 
方に於て認めらる。 


ゥィリアム C7' 丨ヴ〇 丨 

一八二五 ^一 太 CJiL 」 ヲ、ロシ土ルに'生る。人物#を/侍意とする十九世紀の大家にし * t 、 作風.穩健 fe 
り。.ポ-■ル0シャバは其門ょり出づ〇 

一八四九年巴里に生れ。一九0六年歿す。夢幻的色彩を 以， て婦人像、 小.兒.像^ gri - %« 所 1 C 柔かな.る詩 
味を表現す。十九世紀に於ける最大の、且つ：特色ぁ.る.大家なゥ。 

ポ—ル•シャバ 

1八六九年ナントに生る。美麗なる婦人窬を描 §■ て名ぁり。 

シャル、•シャブラン 

一八二五—一八九〇十八世紀趣味の窬風 にて、 常に寢室及化粧室を其 主題とせり。 其 作は主として 
リュクサンブ ー ル書^ に 所藏せ らる。 

ギユスタ—ゥ•カィユボット 

一八四八——一八九四。印象派の書家なり。 

力 □ リユス〇デユラ A 

ーパ三八年リールに生る〇クールべ H の fl ょり出で最初は寫實を事とせしも、後には稍俗味を帶 びる こ 


至れり、 一八六六年其大作「暗殺」 により一躍大家の列に入る Q . 

ルィ£シヤル〇丨 

サロン、ド ー トンヌ會員。明快なる色調を以.て田園風物、宵像等を描く。其の作リユクサンプール、グル 
ノーブル等の諸*堂に陳列せらる。 

ジヤン»パプチスト ， no — 

一七九六_一八七五。十八世紀後半より十九世紀半頃にかけての F 匠。その夢幻的にして詩味溢る X 

ばかりなる風景書は iE に不朽の價値を有し、人物を扱へる物にも亦名品尠からず。其作は世界各國の諸 
美術館に普く所藏せらる。 

ラフ TH ル® n ラ A 

一八五〇年生一九一〇年死去。ヵバネルの門より出で、一九〇二年マンブル、ド、ランスチチユーとな 
る。典雅にして詩味豊かなる其作風眞に愛すべし。我國書家にし t : 其敎を乞ひたる者多く、從つて其作 
品日本に夥し。其の作リクサンブール美術館始め諸*堂に在 P 。 

シヤル、 - n ツテ 

一八六三年生る〇シヤヴアンヌの門より出づ。好んで傳統と宗敎と風景を以て名あるブルターーーユの周 
物を描く、現代 S 匠の一人なり。其の作リユクサンブ 1 ル美術館の外、佛蘭西及諸外國の美術館に陳列 
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せらる。 

アンリ—•エドモン•ク □ ツス 

一八五六—一九一〇。新印象派書家。アンデパンダンのサロンの常連 f 。 裸女、 風景等を 寫 す。 

ダニヤン«フ|ヴレ|4 

一八五二年生る〇ソシエーア、デ、ザルチ スト、 フランセエ會員。穩健なる筆致を 以て人物、 風景を f 
老大家なり。其作リユクサンブール及リオン書堂に陳列さる。 

シヤル、•ドビ11丨 

一八一七年生れ一八七八年死す。風景書大家。其作ル—ヴルを 始めとして、 ーフンス 、スト ックホルム、 
ロンドン等諸市の書廊に在り a 

アンドレ•ド！シエ 

一八七〇年生る。ソシ H テ、ナショナール會 M 。 主としてブルターーーユ地方の風景を 描く 0 

H ドガ ー ⑩ドガ 

一八三四年巴里に生れ一九一七年物故す。印象派の' K 頭にして同時に最も偉大なる 寫實家の 一人な P 。 
踊り子、浴女等を多く題材とす。油繪、素描共に珍重さる。其の作ルーヴル、リユクサンブ I ルを始め 
世界各國の書堂に在り。 




ユ—ジ X 又®ドラク aT 

一七九九 I 一八六三。ロマンチック派の巨頭。多く物語風の物を描き、色彩に重きを {« けり。其一代 
の作は主としてルーヴルに在り.。 

TJ リ®* *■* ドロネ— 

一八二八——一八九一。マンブル•ド•ランスチチューとなれり。其作ルーヴル、リュクサンブール、ナ 
ント、ルアン等の諸窬堂に陳列さる。 

モ — y ス•ド！! 

サロン、ドートンヌ會 M 。 宗敎的書題を主として取扱ひ p 獨自の手法を以て象糙的裝飾書を描く 〇現代 
大家の一人にして其作品はリュクサンブール、ガンの書廊に陳列さる。昨年日本に將來せられたる大 
作「アルミ I ドの園」は現に三共ビル六階エンブレス •ギヤラリー に 在り。 

アン F レ*ドラン 

一八八〇年生。アンデパンダン出品。現代新傾向の中堅作家として聲名あ$。 

ジョルジ rK テスパ11ア 

一八六八年巴里生。サロン、ドートンヌ創立者にして、アンデパンダンにも出品あり、チュィルリーの 
サロンにも参加す。人物。靜物を得意とし、穩健なる筆觸を以て吾人の心を惹く名作多し。現代大家と 
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して盛名ぁり。其の作リュクサ；\ブ ー ル美術館に陳列せらる。 

ディアズ 

一八〇七年ボルドー市に生れ、一八七六年マントンにて死去。ミレ I と共にバルビゾン派に M し、風景、 

牧神等を描けり。 

ジュ f ル。デュ7 レー 

一八一一 一八八九。風景書の大家。其主なる作はルーヴル、アム.ステルダム、へーグ、ストックホ 
ルム等の諸*廊に在り。 

フアンタン£フツ！ル 

一八三六 —— 一九〇四。優美なる筆觸を以て人物、靜物等を冩す〇 

ジユール®フランドラン 

ギュスターヴ門下。サロン、ドートンヌ並にソシェテ、ナショナール# MO チュイルリーの サロ. ンの委 

員となる。獨特の技巧を以て風景、小兒、人形等を好んで 描けり 。現代大家と して聲價ぁり。其の 作リ 
ュクサンブール、グル ノ ーブル等の書堂に 在り。 

オツトン a フリエス 

アーブルに生る。初めゴーギヤンに出發し、セザンヌの影纖 I を受け、遂に自己 獨特の 境地 y 到達す 。新 



進作家中の急先鋒として有名なり。 

ユ—ジ H 又。70マンタン 

一八二〇 _一八七六。ラ、ロシ. H : ル y : 生る。寫實を M んじ、東洋風の作を爲せり。 

ポ—ル〇ゴオギヤン 

一八四人 I 一九〇三〇後期印象派の.先驅者。ブルターーーユのポンタヴェンとタィチ島と兩地に於て製 
作す。近代文明 S み、常に原始的感情を貴べり。其素朴なる作品は今日大に愛賞せらる。 

ヴアンサン•ヴアン•ゴオヴ 

一八 五三 年醬に 生れ、一八九〇年狂死す。ゴオギヤンと共に後期印象派の開祖と目さる。其天才的に 
して、强烈なる作風は、現在非常に尊重さる。 

シヤル、0ゲラン 

一\七五 年 M 生 〇 人物、 靜 物の 寫實的製作のあると同時に、ロコ、風に立體を加味せる空想的の作をも 
發.表す。サロン、ドートンヌ會 M 。 其作リユクサ’ 〆 .ブール、グルノーブル等の美術館に在り。 

才—ギユスタン®.クラ K ミツク 

花を主.として.® く。サロン、ドートンヌ會 M たり。 

才—ギ ユス タン vTlln ツト 
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免蘭に I 。巴里に定住すれども、常に和蘭風景を 描く。何れの 霧團體にも屬せず。 

ドミニック0アンヴル 

一七八〇—一八六七。寫實派 Q 大家ダヴ ィツドの流れを汲み、 肖像に、 史實に村を取る。現代新古电 
主義の目標となれり〇重なる作品はル ー ヴルに陳列しあり。 4 

m ンキンド 

丨一八九一 0 知繭ロッテルダムに生る。最初知繭風景を寫せ しが、佛繭西に來 りて後は、ィ 
ザべ H の門に入り、巴里風景を描けり。 

ビ H 丨ル®ラフラード 

一八七五生。サロン、ド ー トンヌ會員。アン.デパンダ ジ出品 。チュィルリー の委 M 。 ブールデルの門に 
學びしが、稍沈める色彩、無雜 作とさへ思はるを以て 獨特の平 靜—窬布を作る。其製作 リュク 
サンブール、グルノーブル兩窬廊に陳列 せらる。 

ジユール®ルフエ—ブル 

一八三六 i 一九一一〇歷粑窬並に肖像肅を 作る。典雅なる作風愛すべし。 

ジヤン*ポール cb —ランス 

i 八三七-—一九一二。著名な—家。マンブル、ド、ランスチチ T 。 雲 質實なる 作風を 以て 
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鳴る。其主なる作品は巴里パンテオン、巴里オデオン 座、 巴 里市廳等の天井書、®*なり。其 他ボルドー、 
アランソン、アーヴ ル等諸市の富 堂にも 諸 作 在り。 

ポール令アルべ—ル，□丨ランス 

巴里に生る。ジャン•ポール•ローランスの息。アルチスト、フランセ Z の會員。一九一〇年シュヴリエ、 
ド、ロルドル、ド、ラ、レジオン、ドヌール章<受領。其作風は裝飾的傾向を帶び、よく近代注活を描く。 

アンリ—3ルバスク 

一八六六年シャンピーーエーに生る。サロンドートンヌ創立者の一人にして、チュィルリーサロンの委 M 
となる。明快なる色彩を以て心地好き作品を發表す。現代大家として名高し。其の作リュクサンブ ール、 
グルノーブルの ffi 堂に在り。 

アルべ—ル。ルブ—ル 

印象派の老大家。ソシ H テ、ナショナール會員〇一九〇〇年萬國馎覽會銀牌受領。風景の大作多し、其 
作はリュクサンブール、ルアンの諸書堂に在り。 

ルィルヴラン 

一八 六四年生。ソシ H テ、ナショナール曾饵。チュィルリーサロンに加はる。版 «を得意とす。踊り子。 
母と子を扱へるものに佳作多し。 
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T ンドレ0口—卜 

一八八五年生。サロン、ドートンヌ會員。•チュィルリーサロンにも參加、立體派書家。現代新進作家中 
の急進黨の一人にして近時其名高し。 

H ヴアIル®マネ N 

巴里に生る。一八三二. —— 一八八 HO 印象派大家中の一人に•して、ベラスケス、ゴヤ等西班牙蠡家，の影 
響を受け、光と色の.調和に重きを置きたり。 

アンリ—3シヤル、•マンギャン 

一八七四年巴里生。.サロン、 ド ートン. ヌ會 員、風景、人物、靜物 、共に 其 派手なる作風を以て世に 知ら 
る。其0作リュクサンブール、グルノーブルの窬堂に在り。 

ジヤン•マルシヤン 

一八 A 三年巴里に、生る。一九〇八年以降アン.デパンダンのサロンに 出品し、サロン、ドートンヌの會 MO 
穩健なる新派の窬家、怫蘭西地方色の 描 m を特色とす C 

アルべ丨ル e マルケ| 

一八七'五年ボルド ー 市に生る。ギュスタ ー ヴ 、モローの門ょり 出で現在 サロン、 ド ートンヌ會員たり 0 
其 洗練され たる作風は人々に推賞$る。現代に 活躍せる中堅作家の一人なり0 
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ジヤクリ ー 又。マルヴアル夫人 

巴里に生る。サロン.、ドートンヌ會員にして、其裝飾的なる派手.な作風を以て名高く、現代一流の女流 
作家たり。 チュィ ルリーのサロンにも參加、其作は リュク サンブール美術館に在り。 

ジヤン* メツツアンジ M 

一八八三年生。サロン、ドートンヌ會員。アンデパンダン出品。初期に於ては後期印象派風を倣ひしも 
最近には立體派の傾向を帶び来れり。 

ジヤン®フラン V ア•ミレ1 

一八一五年グレヴィルの寒村に孤々の聲を擧ぐ。勞働と宗敎$:命とする水飲百姓の一子として自ら ！ ft 
收獲をなせ0。靑年時を巴里に苦學せしが後再び田園に歸り、バルビゾンに家を爲し軿作しつ i 製作を 
爲したり。一八七五年バルビゾンに於いて永眠。終生赤貧洗ふが如し。彼に於て初めて生活と藝術の貴 
き一致を見るを得。歿後其星 M 世人の認むる所とな•り今や其作品は國寶の如き價値ぁり。近代繪書の主. 
座に置かる.べき書家たり。油繪、素描共に純朴にして、原始的たる田園風景、農夫、動物を描寫せり。 

アメデモデイリア11 

一八八四—一.九二〇〇伊太利に生れ，巴里に、客死す。アンデパンダン出品。裸體に舍像に、熱情的な 
る製作を公にせり。其作グルノーブル# K に陳列せらる。 
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モンチセリ 

一八二四——一八八六〇浪漫派大家にして、其手法は後日印象派の先驅となれり。アムステルダム、エ 
ヂンバラ、グラスゴー、へーグ諸市の！！堂に其名作在り0 

ギユスタ f ヴ0モ□丨 

一八二六 —— 一八九七。浪漫派の巨匠。象徵的なる其作 t ばる。主なる作品は、巴里のモ nl 美術館に 
集めらる。 

アンリ I * オツトマン 

サロン、ド I トンヌ會 M 。 豊麗なる色彩を以て人物に風景に大作を發表す。其作リユクサンブール、ル 
アン、ナントの諸書廊に在り。我國にも其名を傳へらる。 

ィボリツト•プチジヤン 

新印象派に«する作家。裸體、風景共に見る可き作あり。アンデパンダン及びサロン、ドートンヌへ出 
品す。 ， 

カミーユ❸ビサ □ 

一八二〇 —— 一九〇三。モネ、シスレ H 等と共に、印象派の大家たり。風景、主 V 」して田園風物を描け 
り。明快なる色調、纖細なる筆觸まことに名品多し。其作は主として、ルーヴル、リ ri クサンブール、 
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ブカレスト 等の諸書堂に冤集 さる。 

ビユビス•ド*シヤバン又 

一八二四年リヨン市に生れ、一八九八年巴里にて死去。十九世紀に於ける最大の世界的窬家なり.。ラテ 
ン民族獨特の上品、端正を以て、宗敎的にして靜寂なる裝飾窬を壁面に描けり。巴里パンテオンの罌ジ 
ユヌヴイ H ヴは誰も知る傑作たり。其の作壁®の外ルーヴル始め諸書堂に陳列せらる。 

ジヤン®フラン V ア • フフ 7 エリ— 

一八五〇年巴里に生る。現代の 巴 里郊外の風景、人物等を面白く描けり。 H ツチング にも 見る可き物多 
し。一九〇〇年馎覽會金牌。一方の大家として名ありしが一九二四年死去す。其の作リユクサンブール、 
リヨン、ナンシー、ナント、 フイ ラデル フイ ア、 クリス チヤーーヤ等の書堂に在り。 

才ーギユスト。ルノア—ル 

一八四一年リモージユに生れ一九一九年物故せる印象派の大家。風景、人物、靜物共にその獨特の快き 
筆觸と濁なき色彩を以て完全に描きたり。就中棵體に傑作夥く、素描にも珍®:すべき物頗る多し。近代 
美術兄上特筆すべき"匠なり。其の作は世界各國の美術館に在り。 

オチ〇ン^ルドン 

一八四〇—一九一六〇象微派の大家。稍奇怪に思はる、人物。花、 S : 等を冩す。其作リユクサン •/ 1 
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ル、プチパレ I 、 グルノ ー ブルの諸美術館に在り c 

テオフィル。□ベ—ル 

一八八六年瑞西に生る。.新十：：典派の新進作家〇サ n ン、ド I トン ヌ會 Mo 其.梅成的なる 手法と、上品な 
色調を以て認めらる。チュィルリーのサ&ンに參加、、昨年日本へ將來せられし大作は、久邇 K 家御用品 
ミなれり。 

サヴィ H —」 ルツセル 

一八六七年生。新古典派作家。其 Iste なる色調と神話的題材は . l ( R •コローの作風 5: M はしむ。サロン、 
ドートンヌ會 M にして、，一方，に 1 K きを M す。*作はグルノ .1 ブル！1鄺に陳列さる。 

アンリー®ル。シダネール 

一八六二年生る。ヵバネルの門に.學ぶ 。夢と 詩を多分に持てる作風なり。現代大家の 一人たり0 

シスレー 

一 八三九 I .一八九九。 ピサロ、 モネエミ並び稱せ—、印象派の Mfo 多くの印象派窬家等— 
じく光り V 」色に重きを置き、一面に於て自 e 獨特の筆觸 V . V 調和を以て靜寂なろ 風赍粛 を 製作し.たり。 

ルシヤン•シモ #〆 

一八五四年巴里に生る。ブルターニュの風物を好んで描おす〇尙像も多く絜朴なる ブルターーーュ人を® 
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く。現代大作家 V .> して名萵し。 

フりツツ*卜10丨 

•一八四七 —— 一九〇六。那威に生る。風景書の大家なり。其作リュクサンブール、ルアン、ベルリン、 
クリスチヤ-ーア 、コーペンハーゲン、ミュンヘン等の盡鄕に陳列さる0 

7 H リウス。エリ—•卜1ベン 

一八八〇年生。新進作家。花丹、風景等美麗なる作多し。サロン、ドートンヌ會 M たり。 

ツウル ，ズロ|トレツク 

一八六四年巴里に生る。一奇才7 J して名高し。酒塲、劇場の情緖を 描ける 名品 尠からず。ヱッ チングも 
亦愛 M さる。 

フエ リツ ウス 3 ヴアロ ト > 

一八六.五年生。新 H 典主義の作家にして视體、肖像等を多く描く。サロン、ドートンヌ創立者の一人な 
り。チュィルリーのサロン.にも參加。其.の作リュクサンブール美術館に在り。 

ヴ アン， ドンゲン 

一八七七年知！1、、テルフス^'!丨フ H ンに生る。一九〇四年以降アンデパンダンのサロンに出品し、またサ 
ロン、ドートンヌの#:：:なむ0曾.て妖艶なる女人 S 蠱惑を®し S た西班牙、モロッゴ、ヴ f 一ー ス等に異 
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邦的題材を探れり。今は頻りに巴里社交界の男女の肖像を書きて | 般の•鳴采を馎しつ X あり。 

ヴアン•リツセルべルグ 

一八六二年白耳義ガンに生る。一八九〇年より一九〇六年迄アンデパンダンサロンの出品者〇ス ーラア 
等^、新印象派の運動に加はり點描を M く。群像、浴女などのコムポジション多し。 

ヴィクトル•ヴィニヨン 

一八四七年生、 一 九〇九年死去。印象派の風景窬家。 コロー の門に學びセザンヌ、 ピサロ ー など ^友、 
なり。其重なる作品はランスの美術館に陳列せらる。 

7 H リツクス^ン X ム 

一八二六-一九 一 I 。浪漫的風景書家にして、時 P 愛らしき小兒像を描く。プチパレエの書堂には其 

作品を集めたる別室あり。尙ルーヴル、リユクサンブール、ルアン、ロンドン、アムステルダム等の諸 
美術館にも其作在り。 

り 
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彫， 1-J 

ジヤン®<7ィ N 

{八五一年生。アンデパンダン出品荠。鄉土的情緖1主調としたる作を發表す。木彫、石彫、銅、 みな 
見るべき作品あり。 

バルト〇/王 

ソシ H テ •ナシヨナール 彫刻部の巨頭。詩的にして、瞑想的なる其作風を以て名 あり。 巴里のベール •ラ • 
シエーズの 墓地、 パンテオン 等に在る群像は其傑作たり。 

ジ m ゼフ•ベルナ—ル 

新古典派とも云ふべき現代一流の彫刻家。サロン、ドートンヌ會員。シュバリエ、 ド、ラ、 レジヨン J 
ドヌール章保持。其作リュクサンブール、グルノーブル美術館に在り。 

T ントアー又•ブウルデル 

現代佛藺西彫刻界の E 頭。チ《ィルリーのサロンの創設者にして、其副會長たり。オフィシ H、 ド、 ラ、 
レジヨン、ドヌール章所持。 • 

其名作リュクサンブール、グルノーブル、ストックホルム、ローマ等の諸美術館に陳列さる。 



レンブラン ト❾ビ ユガツティ ？ノ ： / 

I 八八一二1一九一六。伊太利の人。ソ7 H テ、ナショナール及びサロン、ドートンヌ會員。動物專門 
の彫刻家な夕。 ...:' 

ジユール0ダルウ 

一八 nA —— 一九〇二。十九世紀末に於ける彫刻界の巨匠。ソシエテ、ナシ3ナールの創立者。其主た 
る作品はプチパレ H .、 ルーヴル、リ rl クサンブール等の諸美術館に寬集さる。，‘ 

H ドガ I ® ドガ 

繪諶の 部に 旣 出。印象肅派の大家なると同時に、彫刻に於ても傑作あり。 

ポ1ガルガ 0 — 

サロン、デ、チュィルリ I 出品の奇才。極端なる猶略法と、珍奇なる表現法を以て、稍奇異と思はる i 
作を發表す。 

シヤナ©オル07夫人 リ 

露西亞に生れたる閨秀作家。現時巴里に於て、其淸新にして獨特の技巧を M はれ〇 X あり〇單純にして、 
而も省略されたる表現法を以て、力强き製作をなすは まことに 非凡なり。 

ジ H — 厶“オテ G 



新進作家。サロン、ド ー トンヌ會員。其作リュクサンブ ー ルに陳列 さる。 

フランソア*ポンポン 

動物專門家。單純化せる技巧と、裝飾的傾向を以て愛すべき作品を發表す。サ：，ン、ドートンヌ會30 
チュィルリーのサロンへも出品す。 

才—ギユスト❿〇ダン 

一八四〇—一九一七。近代の怫蘭西が産める最大の彫刻家に して、其名普く天下に知らる。其作は主 
として、巴 里の ミュゼエ、ロダンに集めら る〇尙 リュクサンブール、リョン、 コ ー ペンハーゲン、ベル 
リン、ブリュクセル、ロンドン、ブカレスト、ジュネーヴ、ロッテルダム、ストックホルム 等の諸美術 
館にも 其作陳列さる。 カレ H 、 ナンシーには 記念 像あり。 
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